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一第67回附属図書館商議委員会

　昭和41年3月18日（金）法学部会議室において第67回附属図書館商議委員会が開催され，

図書館新館建築計画および指定図書の二つの議題について審議が行なわれた。

　九州大学中央図書館の新館建築計画については，2年前から概算要求を提出していたが，文

部省において新しく大学図書館の基準案を検討中であった関係もあり，九大としては，新しい

基準ができてから建築する方が望ましいとの見地から，建設は伸び伸びとなり，遂に昭和41年

度においても計画の予算化を見るに至らず今日に及んでいる。

　その後，前号で紹介した大学図書館施設の基本的理念を明らかにした「大学図書館基本要項」

の成案が得られたので，本商議委員会の席上，北川図書館長から説明があった。なお，同館長

から，前年度にとりまとめた新館建築計画案については，基本要項に沿った大学図書館として

のマスタープラン（九大図書館体系の全体計画）とするには，閲覧座席のもち方と管理方式の

あり方について全学の意見を調整した上，再検討する必要があるので，これらの問題点を各部

局においてもご検討を願い，その結果によって，改めて審議したいと提案があり了承された。

各部局の意見は，5月下旬に開催予定の商議委員会で報告，審議されることになっている。

　昭和41年度の指定図書については，文部省が国立大学の指定図書を充実させるため，昨年か

ら大蔵省と折衝中であった経費（2億4千万円）のうち，3千万円が認められ，各大学への配

分方法が検討される予定であるが，なにぶん予算額がきわめて僅少のため今年度の措置として

は，全国各地区において特定の少数の大学にのみ配分される可能性が多い旨，北川館長から報

告があった。

　なお，指定図書の有効な運用面を考慮し，前年どおり教官からの推薦があったものから早速

にも注文にとりかかることとなった。

　　学術情報委員会準備委員会第1（参考文献）小委員会会議（第2回）

　昭和41年3月14日（月）工学部4階会議室において，第1小委所属の委員9名，附属図書

館長，本館事務部長，整理・閲覧各課長，関係掛長，＝部局図書掛長ら計22名が出席のもとに開

催された。前回会議の決定により，外国雑誌および欧文参考文献の全学的収集・整備計画に関

連して中央図書館側が措置した事項について，本館事務部から次のとおり報告があった。
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新館計画の基本方針等を審議

一一第 67回附属図書館商議委員会一一

昭和41年 3月 18日(金)法学部会議室において第67回附属図書館商議委員会が開催され，

図書館新館建築計画および指定図書の二つの議題について審議が行なわれた。

九州大学中央図書館の新館建築計画については 2年前から概算要求を提出していたが，文

部省において新し〈大学図書館の基準案を検討中であった関係もあり，九大としては，新しい

基準ができてから建築する方が望ましいとの見地から，建設は伸び伸びとなり，遂に昭和41年

度においても計画の予算化を見るに至らず今日に及んでいる。

その後，前号で紹介した大学図書館施設の基本的理念を明らかにした「大学図書館基本要項」

の成案が得られたので，本商議委員会の席上，北川図書館長から説明があった。なお，同館長

から，前年度にとりまとめた新館建築計画案については，基本要項に沿った大学図書館として

のマスタープラン(九大図書館体系の全体計画)とするには，閲覧座席のもち方と管理方式の

あり方について全学の意見を調整した上，再検討する必要があるので，乙れらの問題点を各部

局においてもと検討を願い， その結果によって， 改めて審議したいと提案があり了承された。

各部局の意見は 5月下旬に開催予定の商議委員会で報告，審議されることになっている。

昭和41年度の指定図書については，文部省が国立大学の指定図書を充実させるため，昨年か

ら大蔵省と折衝中であった経費(2億 4千万円)のうち， 3千万円が認められ，各大学への配

分万法が検討される予定であるが，なにぶん予算額がきわめて僅少のため今年度の措置として

は，全国各地区において特定の少数の大学にのみ配分される可能性が多い旨，北川館長から報

告があった。

なお，指定図書の有効な運用面を考慮し，前年どおり教官からの推薦があったものから早速

にも注文にとりかかることとなった。

学術情報委員会準備委員会第 1(参考文献)小委員会会議(第2回)

昭和41年 3月 14日(月)工学部4階会議室において，第 1小委所属の委員9名，附属図書

館長，本館事務部長，整理・閲覧各課長，関係掛長，部局図書掛長ら計22名が出席のもとに開

催された。前回会議の決定により，外国雑誌および欧文参考文献の全学的収集・整備計画に関

連して中央図書館側が措置した事項について，本館事務部から次のとおり報告があった。



20 図書館情報

　①　外国雑誌　本学で購入または受贈により継続受入中の外国雑誌について，部局別に受入

部数を再調査し，冊子目録「九州大学継続受入外国学術雑誌目録1966」を編集した。

　②　欧文参考文献　中央図書館が所蔵する約4，500冊の欧文参考文献を，洋書参考図書室に

排門中のものと書庫に収蔵中のものとにわけて，分類別にリストを作成し，各部局に配布した。

配布の際，（7）各部局で所有している参考文献（リスト等）との照合，（4）照合の結果，各部局

が中央図書館側で購入を希望する参考文献の選択，㈲　洋書参考図書室の整備に関連して，同

室に排架または書庫に収納すべき参考文献の調査の3点について各部局に調査を依頼した。

　本字委員会で審議の結果，①については，部局内で重複購入している雑誌はもちろん，購入

と受贈が重複している外国雑誌についても，早急に調整する必要があること，ならびに，受贈

・購入中の新聞についても調整を行なう必要性が認識された。なお次回は，部局内での調整の

成果について事例発表が予定されている。また，②については，中央図書館側が昭和41年度に

購入すべき参考文献に関しては意見の一致をみたが，今後収集すべき基本的な参考文献の選択

に関しては，さらに綿密，周到な調査の必要性が認識された。今後の調査は，各部局で行なっ

ている中央図書館（本館）所蔵洋書参考図書リストと部局所有の参考文献（リスト等）との照合結

果および部局別の参考文献の現有調査をもとに，部局で備えるべき専門的な参考文献の選択と

並行して行なわれることが望ましく，このために，各部局の選出委員各位，図書室職員の十分

なご理解とご協力を切に期待したい。なお，次回は6月に開催の予定。

倉　　恒　　匡　　徳

　健康を保つために，ときどき健康診査を受けなければならないように，図書館も正常な機能

を維持増進するためには健康診査を受ける必要があると思う。私どもはいつも，今日は頭が重

いとか，肩がこるとか，自分で自分を自主的に自覚的に診断しているが，よほどの異常がない

かぎり，医者による他覚的診断を受けようとはしないものである。自覚的診断は，とかく自分

の健康状態を甘くみがちであり，重要な症状を見落してしまう恐れがある。医者にみてもらっ

てはじめて重大な病気が自分の体の中に潜在していることを知ることが少なくない。

　図書館も同様である。なんとなく利用者に不便なようだとか，受入れ業務がどうもうまくい

っていないとか，閲覧室が暗すぎるのではないかとか，図書館員は自らの図書館が示すさまぎ

まな症状をいつも自覚している。しかし，往々にして人手や予算が足りないからやむをえない

とか，あるいは逆に，人手，予算が少ないわりにはなかなかよく活動しているのではないか，

などと言訳をしながら自らの症状を軽視し，症状除去への努力を怠ってしまいがちである。利

用者の方も，たとえ図書館サー・一一・ビスに少々の不満を感じていても，それを解決するために進んで

努力をしょうとはなかなかしないものである。研究者は，自分の研究室，実験室の設備の改良

には非常な熱意を示す。しかし，図書館の改良に対しては，たとえそれが自らの研究にどって，

いかに影響するところが大であるかがわかっていても，あまり熱意を示さないものである。図

書館をあずかる者もそれを利用する者も，このような態度であれば，図書館サービスの改善は

おそらく期待できないであろう。私がはじめに，図書館にも必要であると述べた健康診査は，

もちろんこのような消極的な意識の下で行ないうるものではない。医者が人を診査するよう

に，図書館の診査の場合にも，図書館の肺や心臓や血液等について，それらがどのような形を

とり，どのように働いているかを定性的にも定量的にも正確にしらべ，活動力あふれる健全な
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図書館のそれと比較検討することが要求されるのであるから，片手間の仕事としてできるはず

がないのである。私が2年前に医学部分館の世話をしなければならなくなったときに，まず分

館の健康状態を把握しようと考え，もし「図書館診断学」なるものが完成されているのであれ

ば，それを学びたいと思って調べてみたことがある。私の調査が不十分であったためか，私の

期待していたようなものは残念ながらみつけることができなかった。そこで，自我流というそ

しりをうけることを覚悟の上で，ともかくもわれわれの手で，われわれの分館を体系的に診断

してみょうではないかと館員と申し合わせ，館員は一致団結して1年半にわたって努力を続け

てきた。幸にして，たいへん未熟な診断技術ではあったが，なんとか診断結果をまとめあげる

ことができる見通しがついて喜んでいる。診断の結果，予想外に多くの欠陥が伏在しているこ

とが明らかになった。くわしい発表は別の機会にゆずることとして，ここでは一つだけ他大学

への複写申込みについて申しあげることにする。九大に文献がないために，国内の他大学に文

献複写を申し込んだ件数が，昭和40年度では，1，300であり，国外に申し込んだ件数が約100

であった。この1，300件の国内申込みのうち，56％はマイクロフィルム，44％はゼロックス

によるものであり，これに要した費用の合計は約60万円であると推計される。また，申込み

後，複写物が到着するまでに要した日数は，平均16日であり，延べ所要日数は2万日，すなわ

ち56年にも達する。学外へ複写申込みをレた雑誌のタイトル数は全部で186で，そのうち53

タイトルは医学部・薬学部で過去現在を通じて全くとっていないものであり，残りの133タイ

トルは部分的にとっているにすぎないものである。これらの数字から明らかなように，必要な

雑誌をとっていないために，また，とらなかったために，実に多額の金と時間が浪費されている

のである。しかもこれは，昭和40年だけに限ったことではない。毎年毎年，この現象が続くの

である。これは大変な問題である。ただ，ここで強調したいことは，日常業務により，これま

でも把握されていた学外複写申込件数を，ほんの少し余分に解析することにより，この重大な

事実がくっきりと浮彫りされたということである。解析自体は子供でもできるようなやさしい

ものである。問題はそのやさしい解析をするか，しないかにあるわけである。

　健康診査は，もちろん，悪いところがあればそれをなおすために行なうものである。図書館

の診査をして，欠点の存在がわかっても，それに対する治療を行なわなければ意味がない。治

療方針は，病状に応じてたてられるべきであるが，基本的な考え方は，病気を悪化させるよう

なマイナス因子をまず除き，ついで，病気を好転させるようなプラス因子の増強に努めるべき

である。マイナス因子をそのままにしておいて，プラス因子の作用を強めようとすると，抵抗

が大となり，労多くして功少なしの結果になりがちである。ところで，病気の治療をさまたげ

るマイナス因子の最たるものは，患者の「病識の野中」であろう。病気にかかっていながら，

病気にかかっていないと信じている患者に対していったい何ができようか？

　図書館の場合もそうである。利用者も図書館員も共に自分達の図書館の欠点について，正し

い病識をもつことが絶対必要である。このためにこそ，図書館の客観的な診断データが必要で

あると考えられる。以上述べてきたことは，’いわば常識で，何もこと新しくいう必要のないこ

とであるかもしれない。問題は，このわかりきったことが，実際には，なかなか行なわれにく

いということではなかろうか。2，3年来，九大では，北川館長のご尽力により，大学全体の図

書館活動について，いろいろの角度から診査が行なわれてきている。図書館活動の近代化のた

めには，これは不可欠なものであり，私はこれに対し大きな期待をもっているとともに，大い

に協力したいと考えているのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（くらつね・まさのり：医学部教授，医学部分館長）
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Accession　list　of　reference　materials　in　the　fiscal　year　of　1965

＊renewa1（継続購入中）

SECT．　1；　REFERENCE　BOOKS

　（1）　Bibliography

＊　American　scientific　books，　1960／62－1963／64．

　　　Ed．　by　Phyllis　B．　Steckler．　1962－64．　3　v．

　　Besterman，　Theodore：一A　world　bibliography

　　　of　bibliographies．　Vol．　1（A－D）　4．　ed．　1965．

＊　Bibliografia　nazionale　italiana；　catalogo　al－

　　　fabetico　annuale．　Vol．　2．　1963．

＊　British　Museum．：一General　catalogue　of　prin－

　　　ted　books．　Photolithographic　ed．　to　1955．

　　　Vol．　1一18，　245－259，　261．　1964－65．　34　v．

＊　British　Museum．：一Subject　index　of　modern

　　　books　acquired，　1941－1945，　1946－1950．　1953－

　　　61．　2　v．

＊　lnternational　bibliography　of　economics，　Vol．

　　　12　（1963）　1964．

＊Paris．　Bibliotheque　nationale．：一Catalogue

　　　g6n6ral　des　livres　imprim6s　de　la　Biblio－

　　　theque　nationale．　Auteurs．　Tom．　93－189．

　　　1928－63．　97　v．

　　Peddie，　Robert　A．：一Subject　index　of　books

　　　published　up　to　and　including，　1880．　1962．

　　　4　v．

＊　Primo　catalogo　collettivo　delle　biblioteche

　　　italiane．　Vol．　2．　1963．

＊　Subject　guide　to　books　in　print；　an　index

　　　to　the　publishers’　trade　list　annual，　1964．

　　　Ed．　by　Sarah　L．　Prakken．　1964．

＊　La　Presse　frangaise，　1965．　1964．

＊　Ulrich’s　international　periodicalS　directory．

　　　11．　ed．　Ed．　by　Eilleen　C．　Graves．　VoL　1．

　　　1965．

　World　list　of　scientific　periodicals，　published

　　　in　the　years，　1900－1960．　4．　ed．　Vol．　3．　1965．

　（2）　lndex

＊　The　Engineering　index．　1964．　1965．　2　v．

　（3）　Encyclopaedia

　　Brockhaus　der　Naturwissenschaften　und　der

　　　Technik．　6．，　erg．　Aufl．　des　ABC　der　Na－

　　　turwissenschaften　und　der　Technik．　1964．

　　Chambers’s　encyclopaedia．　New　ed．　1964．

　　　15　v．

＊The　Encyclopaedia　of　lslam．　New　ed．
　　　Vol．　2　Fasc．　37－40．　1965．　4　v．

　　Encyclopedia　international．　1964．　20　v．

＊Encyclopedia　of　world　art．　VoL　9．　1964．

　　Handw6rterbuch　der　Sozialwissenschaften．
　　　Lfg．　52－54．　1964－65．　3　v．

（4）　Biography

＊Dizionario　biografico　degli　italiani．　Tom．

　　　6．　1964．

＊　Neue　deutsche　Biographie，　hrsg．　von　der

　　　Historischen　Kommission　bei　der　Bayer－

　　　ischen　Akad．　der　Wissenschaften．　Bd．　6．

　　　1964．

＊　Who’s　who，　1965．　117th　year　of　issue．　1965．

＊　Who’s　who　in　France，　1963－1964，　1965－1966．

　　　1963－65．　2　v．

（5）　DictiQnary

Chambers’s　technical　dictionary，　ed．　by　C．　F．

　Tweney　and　L．　E．　C．　Hughes．　Rev．　ed．

　with　suppL　1963．

（6）　Year　book＆Ha耳dbook

＊Daily　mail　year　book，1965．65th　year　of

　　　publication．　Ed．　by　G．　B．　Newman．1964．

＊The　Europa　year　book、ユ965．　Vo1．2．1965．

＊Gt　Britain．　Central　O飯ce　of　Informat三〇n．

　　　Britain・an　official　handbook．1965　ed．1965．
　　　　　　　　　　ヲ

＊The　Middle　East　and　North　Africa，1964－65．

　　　11．ed．　1964．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　　
＊The　Statesman’s　year．book．1965－66．　Ed．

　　　by　S．　H．　Steinberg．　1965．

＊The　World　of　learning，1964－65．　15．　ed。

　　　1964．

（7）　Atlas

　　¢i131iKo－reoppaopvagecKliA“　aT　aac　MHpa．　1964．

（8）Library　science＆1）ocumentation

　　　　　　　　Thompson，　Anthony。：一Library　buildings　of

　　　Britain　and　Europe．　1963．

　Vickery，　B．　C．：一〇n　retrieval　system　theory．

　　　2．ed．　1965．
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SECT．　2．　PERIODICALS

（略 語 注）

　　発

（E）

（A）

（F）

（G）

（E－G）

行　国　名

　　England

　　America

　　France

　　Germany

　　East－Germany

　　　発

W
M
B　一M

Q
A
Irres．

行　回　数

Weekly
Monthly
Bimonthly
Quarterly

Annual
Irregular

（1）　Bibliography

Bibliographische　Berichte．　（Bibliographical
　　bulletin）　（G）　Q

The　British　national　bibliography．　（E）　A

British　techno］ogy　index．　（E）　M

Cumulative　book　index．　（A）　9　Nos．

Deutsche　Nationalbibliographie．　Allgemeine
　　Ausg．　（E－G）

　　Reihe　A．　W

　　Reihe　B．　S－M

Engineering　index．　Electrical　and　electronic

　engineering　section．　（A）　M

KHH＞KHafi　neTofivacb．　（USSR）　M

KHH＞KHafi　JleTOmaCb．　nOROJIHvaTeJlbHI）lts　Bbl．

　nycK．　（USSR）　M

（2）　lndex　＆　Abstract

British　humanities　index．　（E）　Q

Bulletin　signaletique　du　Centre　national　de

　la　recherche　scientifique．　（F）

Section　1．

　　　　　　　2．

ロ
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
ロ
　
　
コ
　
　
コ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
1
1
咽
⊥
－
i4．

15．

16．

17．

Mathematiqu．es．　M

Astronomie，　astrophYsique，　phy一

sique　de　globe．

Physique　1．　M
M

Physique　ll．　Electricit6．　M

Physique　n，uc16aire．　M

Structure　de　la　matibre．　M

Chimie　1．　M

Chimie　II．　M

Science　de　1’ing6nieur．　M

Science　de　la　terre．　1．　M

Science　de　la　terre．　II．　M

Biophysique，　biochimie．　M

Sciences　pharmacologiques，　tox一

icologie．　M

Microbiologie，　Virus．

phages．　lmmunologie．

que．　M

Pathologie　generale　et

mentale．　M
Biologie　et　physiologie

les．　M

Bact6rio－

　Geneti一

　　　ノ　　　コ

exper1一

anlma一．

Biologie　et　physiologie　v6getales．

M

18．

0
1

9
臼
9
自

22．

Dissertation　abstracts，

Internationale

　　tenliterature．

Internationale

　　tenliterature．

　　　　Abt．　A．

　　　　Abt．　B．

　　　　6v．

Readers’　guide　to　periodical　literature．　（A）

　S－M
Current　contents．　Air　mail　ed．　Chemical，

　pharmaco－medical　＆　life’sciences．　（A）　W

Current　contents．　Air　mail　ed．　Space，　elec－

　tronic　＆　physical　sciences．　（A）　W

Sciences　agricoles．　Zootechnie．

Phytiatrie　et　phytopharmacie．

Aliments　et　industries　alimen－

taires．　M

Psychologie．　P6dagogie．　Q

Sociologie　et　sciences　du　lan－

gage．　Q

Histoire　des　sciences　et　des

techniques．　Q

　　　　　　　　with　indexes．　（A）　M

　　Bibliographie　der　Zeitschrif一

　　　（G）　lrreg．

　Bibliographie　der　Zeitschrif一

　　（Back　Number）

Bd．　127－128．　1963－64．　2v．

Bd．　35，　37－38，　41，　50－51．　1954－64．

（3）　Library　science　＆　Documentation

Annales　of　library　science．　（lndia）　Q

Aslib　proceedings，　incorporating　Aslib　infor－

　　mation．　（E）M

6va6nMoTeKapb．　（USSR）M
The　Bodleian　Library　record；　（E）　S－A

Bulletin　d’informations．　Association　des　bi－

　　bliothecaires　frangais．　Nouv．　s6r．　（F）M

College　and　research　libraries．　（A）　B－M

Journal　of　education　for　librarianship．　（A）　Q

The　Library．　（Transactions　of　the　Bibliogra－

　phical　Society）　（E）　Q

Library　Associstion　record．　（E）　M

Library　joUrnal．　（A）　9　Nos．

Library　quarterly．　（A）　Q

Library　science　abstracts．　（E）　Q

Library　trends．　（A）　M

The　Library　world；　the　independent　monthly
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journal　for　librarians．　（E）　M

Libri．；international　library　review．　（Denmark）

　Q
Special　libraries．　（A）　10　Nos．

Unesco　bulletin　for　libraries．　（F）　B－M

Wilson　library　bulletin．　（A）　M

Zentralblatt　fttr　Bibliothekswesen．　（E－G）　B－M

American　documentation．　（A）　Q

Dokumentation．　（E－G）　B－M

Indexer；　journal　of　the　Society　of　indexers．

　（E）　S－A

Information　storage　and　retrieval　incl．　mech－

　anical　translation．　（E）　Q

図書館情報

Journal　of　documentation．　（ASLIB）　（E）　Q

Microdoc；　journal　of　the　Council　for　Micro－

　photography　and　Document　Reproduction．
　（E）　Q

Nachrichten　fUr　Dokumentation．　（G）　Q

Revue　international　de　la　documentation．
　（Holland）　Q

Scientific　information　notes；　reporting　na－

　tional　and　international　developments　in

　scientific　and　technical　information．　（A）

　B－M
Theoretical　cybernetics　abstracts．　（E）　M

La　Traduction　automatique．　（F）　Q

★★　資料案内　★★

　British　Counci1，　Japanからの寄託図書について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一中央図書館一

　British　Council，　Japan（英国文化協会）は，1934年東京に創立，英国文化の海外紹介と

英語の普及を目的とした機関である。　この寄託図書は，近い将来，福岡にBritish　Council

Library，　Kyushuを設立するまでの期間，本学との申し合わせにより，中央館に寄託された

ものである。その内容は，昭和39年中に，東京その他各地区で開催の英国図書展に展示された

新刊の英国図書を中心とした，あらゆる学問分野におよんでいる。昭和40年5月に第1便が到

着して以来，本年3月までに学術書911冊（人交・社会科学626冊，自然科学285冊），テキ

スト・ブック114冊に達し，現在，洋書参考図書室のとなりの部屋に一括配架している。この

図書のリストは，各部局にも配布されている。閲覧は，本館の規定に準ずるが一般学生には館

外への貸出しはしない。なお，教職員で借用希望の方は，各部局図書室にお申し出ください。

◆　人事異動
　分館長の再選　医学部分館長倉恒匡徳教授および教養部分館長西尾陽太郎教授の任期満了

（41・3・31）に伴い，4f・4・1付けで再選（任期は2年問）の発令があっだ。なお分館長は，そ

れぞれの部局から選出される商議委員を兼ねることになっており，西尾教養部分館長は3選目

である。

　附属図書館商議委員の異動　商議委員の任期満了（41・3・31）に伴い，　下記のとおり発令
（41・4・1）があった。

　永田英一教授（文）（新城常三委員の後任）

　田中　潔教授（医）　（牧角三郎委員の後任）

　川崎敏男教授（薬）　（再選）

　井口定男教授（薬）（再選）

　図書系職員の異動　文学部図書掛長小原克巳氏の退職（41．3・31）に伴い，下記のとおり異
動（41・4・1）があった。

　文学部図書掛長に配置換　西村健次（教育学部図書掛長）

　教育学部図書掛長に配置換　天野二郎（産業労働研究所図書掛長）

　産業労働研究所図書掛長に昇任　友納昭二（文学部図書掛）
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